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 鹿児島大学 3.5.

日 時：平成２７年１月２８日（水） 

場 所：鹿児島大学教育学部 

対応者：教育学部附属教育実践総合センター 教授、准教授、職員 計5名 

 

【鹿児島大学の取組み】 

１）鹿児島大学の連携体制 

鹿児島県教育委員会とともに事業を行うことは少なかったが、平成16年に大学が法人化され、その

後鹿児島県教育委員会との連携は外せないものとなった。平成18年頃、文部科学省の「教師の授業力

向上」事業を行い、県からの招へい教員を増加する流れとなった。平成19年以降、県との連携協議会

を年1回開催し、詳細な事案まで協議を行っている。大学から「実践的な教職が関わる事業」や「教

育実習等情報」を提供し、教育委員会からは「教員採用に関わる情報」をいただいている。 
その他、県総合教育センター、日置市、いちき串木野市とも連携している。大学に近い自治体に対

しては、「学生ボランティア派遣」や大学教員が市の研修に貢献する「講師アドバイザー派遣事業」

を行っている。日置市には「TA20名」、いちき串木野市には「青少年健全育成のための塾39名」を派

遣しており、ボランティア体験後の振返りの時間も確保している。 
 

２）教員養成基礎講座 

平成19年から、鹿児島県教育委員会と連携して「教員養成基礎講座」を開講している。 
講座Ⅰは2年生を、講座Ⅱは3年生を主な対象としており、どちらも60名ほどの受講者が登録してい

るが、未登録でも当日聴講生として参加が可能である。また、教育学部だけでなく、他学部学生の参

加も認められており、その参加率は5割を超える時もある。（平均3～4割程度） 
講座内容はとても幅広いもので、人権やへき地に関する貴重な内容もある。講義の構成は講師に委

ねており、演習形式の場合もあれば講義形式の場合もある。また、この講座は採用試験対策講座では

ないが、最初の10回は採用試験の内容も意識し、参考になる旨を学生にアナウンスしている。貴重な

講座のため必修化を望んでいるが、200名以上という受講者数に対応しきれないため踏み切っていな

い。 
時間については、現在17時50分から18時50分という昼夜の授業の合間を利用している。講師確保

の面では、この時間帯の方が来ていただきやすい。ただ、他学部の授業等に重なると受講者が減少し

てしまう。また、講義時間は1回60分となっているが、講師には話足りないこともある。しかし、1
回120分になると学生の負担も大きくなる可能性がある。   
講師については、大学教員、教育委員会、現職教員等に協力を要請している。教育委員会の派遣教員

選出は、「保健体育なら保健体育の係長」等、その役職で決定しているので、スムーズに進んでいる。

なお、第1回目の講座では、教職支援室の教員が学生に自主的な学習を勧めるようにしている。また、

学校現場の先生を大学に招いて対面で話しをする回もあり、実際の学校現場を知る機会も設けている。 
平成24年度入学生から、教育学部及び他学部で1単位として認定されるようになった（他学部につ

いての詳細は下記のとおり）。平成23年度以前の入学生については、認定されない場合や卒業要件外

で認定される場合など、学部によって異なっている。 
 

【平成24年度入学生から行われている他学部単位認定】 
○法文学部 → 自由科目として卒業要件以内1単位 
○理学部  → 卒業要件単位外として認定 
○工学部  → 随意科目として卒業要件単位外で認定 
○農学部  → 自由科目として卒業要件単位外で認定 
○水産学部 → 自由科目として卒業要件単位外で認定 
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３）鹿児島大学の必修科目 

1年次に、実践的教職科目である学校体験として「教職基礎研究」を受講し基礎を固める。 
教育学部1年生全員を対象に鹿児島市内の小中学校で3日間の学校現場体験と事前事後指導を含む

15回の講義やディスカッションを行う。そのため、1年生で行っていた「学校環境観察実習（奄美：

選択40名）」を2年次に移行した。 
2年次には、附属学校や代用附属学校（鹿児島市立田上小学校、鹿児島市立伊敷中学校）で5日間の

「参加観察実習」を行う。代用附属学校は実習協力校とは異なり、大学教員が主事として実際勤務し

ている学校である。また、前述の「教員養成基礎講座Ⅰ・Ⅱ（選択）」や、実務家教員が模擬授業等

教える「教職実践研究Ⅰ・Ⅱ（選択：20名程度）」も行っている。教職実践研究では、1日学校体験や

学級経営案の指導も行っている。 
 

４）教員採用試験対策プログラム 

教員採用試験対策プログラムは、教育学部の就職委員会が中心となって行っている。教職を目指す

学生の増加を目的とし、毎年行っている。他学部も参加でき、1年次から受講可能である。今年度は

120名の参加があり、例年よりは参加が多く、学生の関心が高い。教育学部教員にもっと教員にさせ

るという意識を高めてもらい、履修カルテを用いた個別指導や講座の受講を促してもらいたい。 
また、「教員養成基礎講座」との違いとしては、「教員採用試験対策プログラム」は（教員採用試験

に対して）実践的なもの、「教員養成基礎講座」は教員としての資質を高めるために行っているもの

であることが挙げられる。その他、学生の採用試験体験記として「採用試験ガイドブック」も作成し

ている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：鹿児島大学教育学部附属教育実践総合センター、「教員養成基礎講座Ⅰ・Ⅱ」チラシ 
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出典：鹿児島大学教育学部、「教育実践総合センターニュース 12号」 
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